
吐噂捌火山列付近の大陸棚調査速報

小川正泰 ・毛戸勝政・内田摩利夫

金子康江 ・瀬田英憲
大陸棚調査室

Preliminary Report of Continental Shelf Survey of Tokara -Retto 

and Adjacent Areas 

Masahiro Ogawa, Katsumasa Kedo, Mario Uchida 

Yasue Kaneko, Hidenori Seta 
Continental Shelf Surveys Office 

1. まえカずさ

水路部では、海洋法条約に基づく大陸棚の限界の固定及び大陸棚の管理、利用開発に必要な科学的資料を

得るための大陸棚調査を、調lj量船「拓洋J(2600総トン）により実施しているが、昭和61年度までに11海域を

終 fした。ここでは第10回大陸棚調査として、昭和61年10月～11月に実施した吐噛刷火山列海域についてこ

れまでに得られた海底地形 ・海底地質構造 ・地磁気全磁力異常 ・重力異常等、調査結果の概要を報告する。

2.調査

今回の調査は、南西諸島のl止喝刷群島、奄美群島及び沖縄本島を含む北緯26・00’から30・00’まで、束経127。30’

から130。00’までの海域であったが、この海域の南西諸島周辺については既に昭和49年から昭和57年までに20

万分の l海の基本図測量で調査を終えているため、従来よりは緯度 1。分広い調査区域となった。なお後述す

る調査結果については吐喝刷火山列として成果図区分域の北緯27。00’～30。00’、東経127・30’～130°00’の範囲で

ある。（第 1図参照）

調査の期間は昭和61年10月13日から同年11月20日までの39日間である。調査の主測線は東西方向に5海里

間隔に、また交差測線を島弧と直交する北西 南東方向と主測線に直交する北一南方向とに設定した。マル

チ （12）チャンネル音波探査は東海陸棚上から沖縄トラフ、南西諸島弧及び南西諸島海溝を切るこれらの軸

に直交する約230海里のiWJ線長で実地した。これらの測線上で、は測深、音波探査、 地磁気、重力等の調査を同

時に笑施しており、その総i~リ線長は約4800海里である 。

船位は複合測位装置（Model200INS:NNSS，ロランC等）に拠ったが、今回より装備されたGp S調lj位機の

データも参考にした。iff!J深はナローマルチビームiM深機（SeabeamSystem）、地質構造は12チャンネル（DFS-

V）、lチャンネル音波探査装置及ひ”表層探査装置（3.5KHz）、地磁気は海上磁力計（PMM-100,GM -123）及び

峨場の時間変化補正データ収集のための海底磁力計（OBM-S4,0BM S5）、 重力は海上重力計（KSS-30）で

調査し、保泥についてはチェーンパック型採泥器で6点、柱状採泥器で1点行った。また海底写真は、深海

カメラ（Benthos）で2点撮影した。
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第 l図 調査区域図

3 .調査結果

（海底地形） 第 2. 3図参照

この区域は大地形で区分すると北西側から東海陸棚斜面、沖縄トラフ北東端域、吐喝吻l群島及びその南西

延長上に存在する硫黄鳥島等の火山亨lj（ここではこれを吐噂疎I］火山列と呼ぶこととする）、南西諸島の主軸の

一部を成す奄美群島の列 （奄美群島帯と呼ぶこととする）及び南西諸島海溝陸側斜面であり、共に北東一南

西の軸方向を示している。

東海陸棚斜面は約 l。～2。で水深lOOOmの斜面基部へ緩やかに傾斜している。更に沖縄トラフの軸部（この

区域での沖縄トラフ最大水深は1170mである）までほぼ平坦に続く 。 トラフ軸の方向は北東方に伴lびている

が、 lOOOmの等深線を切る辺りからその方向には円錐状の高まり等があって不明瞭となる。一方北緯2s・30’付

近のトラフ軸南東側には、長径が約30～50kmでbそれぞれ北東一南西、はほ、西一束、西北西一東南東の軸をも

っ北奄西海丘、奄西海丘、南奄西海丘（いずれも仮称）が存在する。南奄西海丘の軸延長上では、 lOOOm等

深線が吐哨蝶1］火山列を横切って徳之島北北西約20km付近まで入り込んでいる。

吐日葛刷火山列及びその北西側周辺においては全体に小地形の起伏に富んだ複雑な様相を示している。調査

区域北東の口之島、中之島の北西方約15kmには長径25kmの高まりが、また諏訪瀬島、悪石島、カ ッバ曽根の

北西方約30kmにも権曽根、平島曽根の長径約35kmの高まりが存在しておりこれらは吐喝刷火山列と同じ軸方

向で並んでいる。また諏訪瀬鳥、悪石島のすぐ西北西側には平島、西悪石海丘があって、これらの高まりは

吐噛疎I］火山列と直交する西北西 東南東の軸方向を形成しているように見える。同様にはほ、直交する高まり

は小宝島一宝島の北西側にも北西一南東方向の五号曽根→表曽恨、中磐線一白浜曽根の二列が存在する。区

域中央から南西にかけての火山列では奄美大島西方約40kmの第 1奄美堆、第 2奄美堆と伊平屋島北北西方約
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50kmの伊平屋堆が共にほぼ南北の軸方向を示している。また、カルデラ状地形の第l奄美土佐や硫黄鳥島堆を

含めたこれらの周辺域では複雑な微地形を形成している。
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奄美群島帯から吐日葛刷火山列にかけての間には、奄美大島北西方に水深800mの奄美舟状海盆、水深900m

の奄美海盆、徳之島西方約30kmに最浅水深90mの徳之島堆、沖永良部島北側と西側に水深lOOOmを超える沖
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永良部海盆、与論海盆等があり吐喝瞭lj火山列周辺の地形に比べると規模が大きい地形を形成している。この

うち沖永良部海盆と与論海盆は沖永良部島に比高約lOOQmの急崖で接しており、幅約 6kmのブリ ッヂ状の鞍

部で隔てられている。また互いの海盆軸が直交することや周りを数個の島や堆に固まれながら水深lOQQm以

深の凹地になっていることなどを含めその形成過程に興味がもたれる。

南西諸島海溝陸側斜面では、奄美大島南東方の水深15QQm～2ooom及び徳之島南東方の水深2500m～3000

mtこ小さな起伏を伴う平坦面、徳之島南南東約30kmに水深300～ 5QQmの平坦面状の高まり及び沖永良部島東

方の水深9QQm付近に谷頭をもっ沖永良部海底谷が特徴的である。

（海底地質構造） 第 2' 4 ' 5図参照

第4図は沖縄トラフー吐哨刷堆積錦〆（通称）一吐噌疎lj火山列一奄美舟状海盆を東西に横ぎる断面である。

この断面での沖縄トラフは、ほほ平坦怯地形を成しているがトラフ軸西方の海底下約lOOmに階段状の東落ち

断層群が存在している。この断層群は表層まで切ってはいない。またトラフ軸付近に西落ちの顕在する断層

が二ヶ所見られる。堆積層は音響基盤との区分がやや困難で、はあるが最も厚い所では 1秒以上はあると思わ

れる。吐日葛疎lj土佐積盆と呼ばれる区域は、現海底地形商を規制している基繋岩の隆起や火成岩の貫入によ って

層相が乱されてはいるが、厚い堆積層を形成している。重力フリーエア異常の断面からも基盤の隆起と堆積

層の厚さを窺うことができる。吐喝E刺堆積盆地における主たる構造運動は鮮新世後期以降行われた （天然ガ

ス鉱業会他、 1986）と言われている。このことから考えるとこの堆積層の主をなしているものは鮮新世以前

の堆積物であろう 。一方奄美舟状海盆では海底面はほぽ平坦で、最近の構造運動を示す変位はない。ここでの

構造運動は鮮新世前期までにはほぼ終了しているとされている。（天然鉱業会他、 1986）音響基盤はやや不明

瞭ではあるが堆積層はかなり厚そうである。この堆積層は、陥没性の地溝状を示すもの等、やや変位を受け

た鮮新統が主でありこの層の上位に海底まで、の水平な第四系が堆積しているものと予想される。

第5図の断面は伊平屋堆付ー近一沖永良部海盆一徳之島南側群島帯一上部海溝斜面一深海平坦面を東西に横

断するものである。堆積層は主に偉業曽根北側の平坦面、沖永良部海盆、深海平坦面の陸側寄りに見られる

が沖永良部海盆において最も厚〈堆積しており、この断面では最大約1.4秒を示している。この海盆は南東側

で比高約80Qmの急崖に接しており、堆積面はこの急崖下に向って緩やかに傾斜している。この堆積層は大き

く二つの層に区分ができる。下位層は堆積後にー坦急崖下で沈降し、その後西方でより大きな沈降域が出来

たため向斜を形成した。上位層はその向斜部を産める形で堆積していくが、急崖下の沈降が継続しているた

めに南東下がりの傾斜面を形成している。この急崖下の沈降は大きな傾動運動によるものと考えられている。

（加藤他、 1982)

（底質） 第 2図参照

本海域で採取した試料の目視観察結果を第 l表に示す。

第 li表底質採取一覧表

採取番号 年月日 地 形 採 取 位 置 水深 底質 （海図図式記号）

6110D03 61.11.14 深海平坦面 27'26. 4’ 129。53.2’ 196Qm G, S, M 

6110D04 61.11.15 南奄西海丘 （仮称） 28°15 .1’ 127。55.3’ 1080m R, G, M 

6110D05 61.11.15 南奄西海丘 （仮称） 28'25. 0’ 127'39. O' 76Qm G 

6110D06 61.11.13 沖縄トラフ小海丘 29°10. 4’ 128。35.4’ 950m R, G, M 

6110C01 61.11.13 沖縄トラフ平坦面 29°00 .1’ 128。19.9’ 106Qm M 
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（地磁気） 第4' 5' B図参照

本調査区域の磁気異常は、吐鳴刷群島とその北西の海丘群に伴う異常が顕著で、あり非常に複雑な短波長を

示している。吐日葛喋lj群島の東縁に沿って分布するダイポール型異常では、正異常の顕著なものが多いが、そ

の北西側では、負異常が卓越する傾向が認められる。諏訪瀬島、悪石島、宝島、横当島の各地塊は、地塊全

体が帯磁している場合に予想される異常と比べるとその波長は短〈、地塊の基底部の磁性は弱いものと判断

される。また、平島西方の権曽根一平島曽根付近や北緯28・30’付近の沖縄トラフ南東側地形的高まりでは、磁

気異常らしいものは存在しない。これらの構成岩体については、磁気異常を伴わず、また方向性を有する傾

動地塊状の地形的特徴を示すことから、琉球弧の基盤である古期岩類から構成される可能性もある。（植田

他、 1984）カルデラ地形を示す第一奄美堆及び硫黄鳥島堆域では、全体的に負異常が優勢であるが第二奄美

堆では正異常が卓越している。また、沖縄トラフ付近及びその北西域では、比較的波長の長いダイポール型

異常で、特徴づけられるが五号曽根北西の海丘と北緯28。50’沖縄トラフ南東の海丘は正の異常が優っている。

奄美舟状海盆、奄美海盆、沖永良部海盆、与論海盆等の凹地帯から海溝斜面地帯＇ rかけては磁気的に静穏な

地域であるが、徳之島堆と奄美大島南側平坦地では弱い正異常が認められる。また区域南東端の深海平坦面

で負の異常が見られる。
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第4図 育波探査 .illカ （フ リーエア） 異常 ・地磁気全磁力異常断面図
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（重力） 第七 5' 7図参照

南西諸島周辺海域ではおおよそ、南西諸島を含めたその北西側に正のフリーエア重力域が、南東側に負の

異常域が分布している。今回の調査区域では、大局的にはその傾向を示しているが、奄美大島の北西に位置

する奄美舟状海盆、奄美海盆、沖永良部海盆、与論海盆では一10～ー20mGalの負の異常域となっており特徴

的である。その他、正の異常域では、沖縄トラフ軸延長上にある比高約900mの海丘がこの調査区域における

最高の正の異常値約＋llOmGalを示している。また、各海丘や堆で＋50～＋lOOmGalの異常を示しており、

ほぽ地形の高まりに一致している。負の異常域では、区域南西部の水深約1600mの高まりでOをやや越える

正の異常が見られるほかは、特に目立つ異常は認められず、海溝斜面の地形とよく調和している。
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第 5図 音波探査・重力（フリーエア）異常・地磁気全磁力異常断面図
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第6園 地磁気全磁力異常図
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